
鴎
　
外
　
の
　
軌
　
跡

「
高
瀬
舟
」
「
寒
山
拾
得
」
と
「
上
院
占
席
」
問
題
－

　
「
高
瀬
舟
」
は
大
正
五
年
一
月
一
日
発
行
の
「
中
央
公
論
」
第
三
十
一
年
第
一
号

に
発
表
さ
れ
た
森
鴎
外
の
歴
史
小
説
で
あ
り
、
大
正
七
年
二
月
十
五
日
に
春
陽
堂
か

ら
発
行
さ
れ
た
単
行
本
「
高
瀬
舟
」
に
「
ぢ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
」
「
最
後
の
一
句
」

　
「
山
檄
大
夫
」
「
寒
山
拾
得
」
「
魚
玄
機
」
「
二
人
の
友
」
「
天
寵
」
「
余
興
」

　
「
曾
我
兄
弟
」
「
女
が
た
」
の
諸
作
品
と
と
も
に
収
載
さ
れ
た
。
「
高
瀬
舟
」
は

　
「
寒
山
拾
得
」
と
と
も
に
鴎
外
の
歴
史
小
説
の
最
後
を
飾
る
作
品
で
あ
り
、
「
高
瀬

舟
」
が
「
中
央
公
論
」
に
、
ま
た
、
‐
「
寒
山
拾
得
」
が
「
新
小
説
」
第
二
十
一
年
第

一
巻
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
十
二
日
後
の
大
正
五
年
一
月
十
三
日
に
は
、
鴎
外
の
最
初

の
史
伝
「
渋
江
抽
斎
」
の
巫
呆
日
日
、
大
阪
毎
日
両
紙
へ
の
連
載
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
鴎
外
の
日
録
に
よ
れ
ば
、
「
高
瀬
舟
」
を
「
草
し
畢
」
つ
た
の
が
大
正
四
年
の
十

二
月
五
日
の
こ
と
、
翌
六
日
の
条
に
は
、
「
高
瀬
舟
を
滝
田
哲
太
郎
に
付
与
す
。
石

黒
男
忠
悳
に
復
す
。
上
院
占
席
の
事
に
関
す
る
な
り
。
角
田
勤
」
郎
来
話
す
。
」
と

あ
る
。
続
い
て
「
寒
山
拾
得
」
の
脱
稿
が
十
二
月
七
日
で
、
八
日
の
条
に
は
「
寒
山

拾
得
を
春
陽
堂
に
遣
る
。
」
の
記
事
が
あ
り
、
ま
た
、
十
日
の
条
に
は
「
田
中
純
に

寒
山
拾
得
を
交
付
す
。
」
と
あ
る
。

　
　
一
方
、
鴎
外
は
「
高
瀬
舟
」
脱
稿
後
四
日
、
ま
た
、
「
寒
山
拾
得
」
脱
稿
二
日
後

の
十
二
月
九
日
「
近
業
解
題
」
な
る
一
文
を
「
心
の
花
」
を
主
宰
す
る
佐
佐
木
信
綱

の
も
と
に
送
っ
て
い
る
。
「
近
業
解
題
」
は
、
「
高
瀬
舟
と
寒
山
拾
得
－
近
業
解

題
－
」
と
題
し
、
二
作
品
収
載
誌
が
発
行
さ
れ
た
の
と
同
じ
、
大
正
五
年
一
月
一

日
付
の
「
心
の
花
」
第
二
十
巻
第
一
号
に
発
表
さ
れ
た
が
、
単
行
本
収
載
の
際
、

「

篠

　
原
　
　
義
　
　
彦

（
教
育
学
部
国
文
学
研
究
室
）

「
附
高
瀬
舟
縁
起
」
。
「
附
寒
山
拾
得
縁
起
」
と
改
め
ら
れ
た
。

　
「
高
瀬
舟
」
と
「
寒
山
拾
得
に
は
、
そ
の
間
わ
ず
か
に
一
日
を
置
い
て
書
か
れ
た

作
品
で
あ
る
。
二
つ
の
作
品
は
そ
の
内
包
す
る
問
題
に
お
い
て
も
極
め
て
密
接
な
関

連
性
を
有
す
る
作
品
で
あ
る
。
「
高
瀬
舟
」
を
滝
田
哲
太
郎
に
「
付
与
」
し
た
日
、
。

す
な
わ
ち
、
「
高
瀬
舟
」
脱
稿
の
翌
日
で
あ
り
、
「
寒
山
拾
得
」
脱
稿
の
前
日
に
当

る
十
二
月
六
日
、
鴎
外
は
、
石
黒
忠
悳
に
「
必
親
展
」
と
認
め
た
一
通
の
書
簡
を
発

し
て
い
る
。

御
懇
書
只
今
拝
読
仕
候
小
生
身
上
御
知
悉
ノ
上
ニ
テ
御
心
二
懸
ケ
サ
セ
ラ
レ
上
院

占
席
ノ
フ
向
々
へ
御
内
話
被
下
候
趣
難
有
奉
存
候
縦
令
成
就
候
ト
モ
邦
家
ノ
為
メ

何
ノ
御
用
ニ
モ
相
立
マ
シ
ク
慟
入
候
ヘ
ト
モ
御
下
命
ノ
上
ハ
直
二
御
受
可
中
上
ハ

勿
論
一
層
言
行
ヲ
慎
ミ
御
推
薦
ノ
厚
宜
二
負
候
事
無
之
ヤ
ウ
可
仕
候
又
成
就
セ
ス

ト
モ
御
盛
宜
永
ク
記
念
可
仕
候

陸
軍
省
か
ら
出
さ
れ
た
こ
の
書
簡
の
文
面
に
よ
れ
ば
「
上
院
占
席
」
に
つ
い
て
の
石

黒
書
簡
を
「
只
今
拝
読
」
し
た
鴎
外
が
直
ち
に
認
め
た
返
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

返
書
の
内
容
は
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。

（
Ｉ
）
　
「
上
院
占
席
」
に
つ
い
て
の
石
黒
忠
悳
の
「
内
話
」
進
捗
の
報
に
対
し

　
　
・
て
感
謝
し
た
い
。
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高
知
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研
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報
告
　
第
三
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人
文
科
学

「
上
院
占
席
」
御
下
命
と
あ
ら
ば
「
直
ニ
」
お
受
け
し
た
い
。

一
層
言
行
を
慎
し
み
、
石
黒
の
厚
誼
に
背
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
。

（
４
）
　
た
と
え
不
首
尾
に
終
っ
て
も
石
黒
の
厚
意
は
永
く
心
に
と
ど
め
て
お
き

　
　
　
　
た
い
。

い
わ
ゆ
る
貴
族
院
勅
選
議
員
推
薦
問
題
で
あ
る
。
十
一
月
二
十
二
日
の
日
録
に
は

　
「
次
官
大
嶋
健
一
に
引
退
の
事
を
言
ふ
。
石
黒
男
忠
悳
来
話
す
。
」
と
あ
び
、
翌
二

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
’
Ｉ
　
　
　
　
　
　
゛
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
一

＋
士
百
に
『
は
ヽ
賀
古
鶴
所
に
対
し
て
大
嶋
次
官
に
・
辞
意
を
表
明
し
た
旨
ぎ
告
げ
て
い

る
。
・
ま
な
、
二
十
四
日
’
の
条
に
は
「
鶴
田
禎
次
郎
に
告
ぐ
る
所
あ
り
ご
の
二
文
が
’

見
ら
れ
。
る
　
０
鶴
田
禎
次
郎
は
、
大
正
五
年
四
月
十
三
日
鴎
外
の
後
を
襲
い
、
陸
軍
省

医
務
局
長
と
な
っ
’
だ
人
物
で
あ
る
。
十
二
月
六
日
陸
軍
省
医
務
局
長
室
に
届
け
ら
れ
『

た
石
黒
書
簡
は
、
十
一
月
二
十
二
日
の
鴎
外
の
動
静
と
無
縁
な
も
の
で
は
な
い
。

　
石
黒
の
「
上
院
占
席
」
に
関
す
る
書
簡
を
鴎
外
が
受
け
取
っ
た
の
が
十
二
月
六
日
、

返
書
を
認
め
た
の
も
同
じ
六
日
で
あ
る
。
「
高
瀬
舟
」
の
脱
稿
が
五
日
、
「
寒
山
拾

得
」
の
そ
れ
が
七
日
で
あ
り
、
一
方
、
「
近
業
解
題
」
の
書
か
れ
た
の
は
八
日
か
九

日
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
「
高
瀬
舟
」
執
筆
時

に
は
、
「
上
院
占
席
」
に
関
す
る
石
黒
書
簡
は
勿
論
鴎
外
の
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
「
寒
山
拾
得
」
と
「
近
業
解
題
」
討
石
黒
書
簡
読
了
後
の
作
物
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
鴎
外
に
宛
て
た
石
黒
書
簡
に
つ
い
て
は
、
今
は
そ
の
詳
細
な
内
容
を
知
る
由
も
な

い
。
し
か
し
、
鴎
外
の
辞
意
を
知
っ
た
石
黒
が
「
上
院
占
席
」
に
つ
い
て
秘
か
に

　
「
内
話
」
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
鴎
外
の
返
書
か
ら
も
確

実
に
推
定
さ
れ
る
。

　
鴎
外
と
石
黒
と
の
関
係
は
、
微
妙
で
か
つ
深
い
。
竹
盛
天
雄
氏
の
紹
介
し
た
「
不

円
文
庫
蔵
石
黒
忠
悳
日
記
」
明
治
二
十
一
年
七
月
五
日
の
条
に
見
ら
れ
る
「
車
中
森

卜
其
情
人
ノ
事
ヲ
語
り
為
二
槍
然
タ
リ
後
互
二
語
ナ
ク
シ
テ
仮
眠
二
人
ル
」
以
来
の

　
微
妙
な
関
係
は
、
鴎
外
と
赤
松
則
長
海
軍
中
将
の
長
女
登
志
子
と
の
結
婚
、
日
本
医

　
学
会
創
立
を
め
ぐ
る
乙
酉
会
と
の
対
立
、
登
志
子
と
の
破
鏡
と
い
う
複
雑
な
様
相
を

　
呈
し
つ
つ
も
、
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
。
鴎
外
の
医
事
官
僚
と
し
て

　
の
生
涯
は
常
住
坐
臥
石
黒
の
縛
に
喘
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

　
鴎
外
の
帰
朝
直
後
の
九
月
十
五
日
付
の
「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
」
の
報
ず
る
「
帰
朝
、

　
石
黒
軍
医
監
医
学
士
森
一
等
軍
医
八
本
月
八
日
帰
朝
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
本
会
々
員

。
ハ
去
十
二
日
偕
行
社
二
会
同
シ
祝
延
ヲ
開
設
セ
リ
」
と
い
う
日
、
す
な
わ
ち
、
九
月

。
十
二
日
の
石
黒
演
説
と
鴎
外
森
林
太
郎
の
絨
黙
の
宣
言
は
以
後
の
両
者
の
。
関
係
を
象

　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
Ｉ
　
　
’
　
　
　
　
゛
一
｀
Ｉ
Ｉ
ｒ

　
徴
七
て
余
り
あ
る
も
０
　
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
・
　
ト
　
ご
『

「
此
二
忠
悳
力
例
ノ
軍
医
社
会
ヲ
思
フ
ノ
熱
心
ヨ
～
ｆ
一
言
シ
タ
キ
ハ
是
迄
他
ノ
例
・

　
ヲ
見
’
ル
ニ
洋
行
者
が
帰
ル
４
　
学
術
ハ
勿
論
其
風
二
至
ル
マ
ず
少
壮
輩
ハ
之
ヲ
学
　
７
ヲ

　
常
ト
ス
森
氏
ノ
風
二
於
ケ
ル
余
ハ
諸
君
力
之
ヲ
学
。
フ
ヲ
欲
セ
ズ
何
ト
ナ
レ
バ
余
ノ
見

　
ｊ
　
　
　
　
゛
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
４
　
－
　
゛
　
ノ

　
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
独
乙
士
官
ノ
風
耳
ハ
ア
ラ
ズ
寧
口
独
乙
ノ
風
流
家
ノ
風
多
シ
ト
モ
言

　
フ
可
キ
カ
」
と
い
う
石
黒
の
断
案
と

　
今
日
海
外
観
る
所
の
事
物
に
就
て
演
説
す
べ
き
な
れ
ど
も
、
未
だ
敢
て
せ
ざ
る

者
は
抑
も
故
あ
り
。
凡
そ
欧
洲
の
紀
律
殊
に
厳
整
な
る
軍
隊
に
て
は
、
少
年
の
将

校
等
の
陸
車
内
に
関
す
る
言
論
は
常
に
其
趣
旨
を
一
上
官
に
聞
し
、
其
裁
可
を
得

て
、
方
縮
公
衆
に
向
ひ
之
を
演
説
す
る
を
得
る
な
り
。
是
を
以
て
風
紀
素
れ
ず
。

僕
心
窃
に
之
を
羨
む
。
僕
敢
て
本
邦
軍
隊
に
て
も
一
般
に
此
の
如
き
を
希
望
す
と

言
は
ず
。
然
れ
ど
も
自
己
一
身
に
限
り
て
は
他
日
或
は
言
は
ん
と
欲
す
る
こ
と
あ

る
も
、
必
ず
之
を
一
上
官
に
質
じ
て
後
之
を
言
は
ん
と
欲
す
。
是
れ
僕
が
今
日
朗

卒
の
際
敢
て
濫
に
口
舌
を
弄
す
る
を
欲
せ
ざ
る
所
以
な
り
。

と
い
う
苦
渋
の
字
面
と
の
背
後
に
横
た
わ
る
鴎
外
の
傷
は
深
い
。
日
本
医
学
会
創
立

を
め
ぐ
る
医
事
論
争
を
あ
た
か
も
中
に
挟
む
か
の
よ
う
に
し
て
展
開
さ
れ
る
登
志
子

と
の
結
婚
と
破
鏡
に
至
る
経
緯
の
中
に
も
、
鴎
外
の
妥
協
と
反
暖
の
絵
柄
が
見
え
隠



れ
し
て
い
る
。

　
鴎
外
は
明
治
四
十
年
十
一
月
十
三
日
陸
軍
軍
医
総
監
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
陸
軍

省
医
務
局
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
松
本
順
（
林
の
あ
と
再
任
）
、
林
紀
、
橋
本
絹
常
、

石
黒
忠
悳
、
石
坂
惟
寛
、
小
池
正
直
に
続
く
第
八
代
陸
軍
軍
医
総
監
で
あ
る
。
就
任

直
前
の
十
月
二
十
六
日
の
日
録
に
は
、
「
夕
小
池
正
直
の
宅
に
往
く
。
医
務
局
長
の

職
務
を
引
継
が
ん
と
云
へ
ば
な
り
。
」
と
あ
り
、
二
十
八
日
の
条
に
は
寺
内
正
毅
陸

軍
大
臣
に
上
申
の
う
え
、
引
継
ぎ
に
当
っ
て
の
「
局
員
組
織
」
に
関
す
る
小
池
正
直

の
要
求
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
・
三
十
日
の
条
に
は
、
「
石
黒
男
を

訪
ひ
て
、
小
池
の
要
求
を
拒
み
し
こ
と
を
告
ぐ
。
」
の
文
言
が
見
ら
れ
、
局
長
交
替

と
い
う
時
期
に
あ
っ
て
、
石
黒
忠
悳
に
対
す
る
鴎
外
の
意
味
深
長
な
る
配
慮
が
う
か

が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
鴎
外
は
大
正
七
年
十
二
月
十
七
日
山
田
珠
樹
に
あ
て
た
書
簡
の
中
で
、
「
か
の
や

う
に
」
以
下
の
い
わ
ゆ
る
五
条
秀
麿
も
の
に
づ
い
て
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
、
大
正
二
年
七
月
一
日
「
中
央
公
論
」
に
発
表
さ
れ
た
「
鎚
一
下
」
に
触
れ

て
、
「
鎚
一
下
第
一
ノ
エ
ピ
ソ
ー
ド
ハ
梨
本
宮
様
ヲ
送
り
奉
リ
シ
時
ノ
ア
リ
ノ
マ
ゝ

ニ
候
其
ニ
ハ
Ｃ
ｙ
n
i
ｑ
ｕ
ｅ
　
　
　
　
＾
;
ｔ
＊
Ｐ
ｆ
ナ
ル
石
黒
男
爵
が
出
シ
ア
リ
候
本
文
ハ
全

ク
写
生
ニ
テ
疎
二
流
レ
自
ラ
無
価
値
ト
思
ヒ
居
候
…
…
（
後
略
）
…
…
」
と
記
し
て

い
る
。
「
ア
シ
キ
意
味
二
で
フ
ズ
」
と
い
う
注
釈
付
き
の
「
Ｃ
ｙ
n
i
ｑ
ｕ
ｅ
ナ
ル
石
黒

男
爵
」
が
登
場
す
る
の
は
以
下
の
場
面
で
あ
る
。

　
又
或
る
日
矢
張
［
日
上
の
人
を
送
り
に
往
っ
た
時
、
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
。
其
人

は
顕
要
の
地
位
に
居
る
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
平
生
心
易
く
交
際
し
て
ゐ
て
も
、
今

日
の
や
う
な
は
れ
ぐ
し
い
日
に
な
る
と
、
己
は
努
め
て
近
所
に
寄
ら
ず
に
ゐ
る
。

己
は
け
ふ
も
隅
の
方
に
立
つ
て
ゐ
た
。
す
る
と
隣
に
或
る
皮
肉
家
が
ゐ
て
、
己
に

叫
い
た
。
「
ど
う
だ
い
。
皆
物
欲
し
げ
な
顔
ば
か
り
だ
な
あ
。
」
己
は
こ
れ
を
聞

い
て
只
無
意
味
に
微
笑
し
た
丈
で
あ
つ
た
が
、
実
は
心
中
に
強
い
刺
戟
を
受
け
た
。

此
詞
は
魔
の
杖
の
如
く
に
、
己
の
周
囲
の
紳
士
淑
女
を
獣
の
姿
に
し
た
の
で
・
あ
る
。

一

一

-

鴎
外
の
軌
跡
　
（
篠
原
）

な
る
程
さ
う
云
は
れ
て
か
ら
見
る
と
、
ど
の
男
も
ど
の
女
も
、
今
日
立
っ
て
行
く

人
に
何
物
を
か
求
め
て
ゐ
る
ら
し
く
見
え
る
。
そ
れ
か
ら
己
は
自
分
を
顧
み
て
見

た
。
実
際
今
日
立
っ
て
行
く
人
に
は
、
ま
さ
か
己
を
生
か
し
た
り
殺
し
た
り
す
る

こ
と
は
出
来
ぬ
が
、
少
ぺ
も
己
を
浮
ば
せ
た
り
己
を
沈
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
は
出

来
る
。
そ
し
て
其
人
に
睨
ま
れ
た
く
な
い
と
云
ふ
情
は
、
錯
に
己
の
心
の
ど
こ
か

に
潜
ん
で
ゐ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
己
も
獣
の
群
の
中
の
獣
で
あ
る
。
‘
己
は
む
ね
が

悪
く
な
っ
た
。
こ
の
む
ね
の
悪
い
己
の
心
持
は
、
停
車
場
を
出
た
後
ま
で
残
っ
て

ゐ
た
。
（
傍
線
筆
者
）

秀
麿
は
新
橋
停
車
場
で
「
高
貴
な
方
」
を
見
送
っ
た
際
に
、
「
高
貴
な
方
の
随
員
た

る
其
男
」
に
「
今
日
は
一
般
の
謁
見
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
肩
を
衝
か
れ
た
。

そ
の
秀
麿
が
思
い
。
出
す
の
が
当
該
部
分
で
あ
る
。

　
「
或
る
皮
肉
家
」
の
一
言
は
、
秀
麿
の
周
囲
に
立
ち
並
ぶ
紳
士
淑
女
を
一
瞬
の
う

ち
に
獣
の
姿
に
変
え
た
。
「
或
る
皮
肉
家
」
の
前
で
は
紳
士
淑
女
も
裸
同
然
で
あ
る
。

し
か
も
、
鴎
外
に
密
着
す
れ
ば
、
こ
の
皮
肉
家
は
、
か
つ
て
「
今
日
立
っ
て
行
く
人
」

で
も
あ
り
、
「
少
く
も
己
を
浮
ば
せ
た
り
己
を
沈
ま
せ
た
り
す
る
」
こ
と
の
で
き
た

人
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
引
用
部
分
に
先
行
す
る
新
橋
停
車
場
の
場
面
で
、
「
高

貴
な
方
の
随
員
」
の
仕
草
に
対
し
て
、
秀
麿
は
「
城
鼠
社
狐
ｒ
ｈ
る
套
語
と
「
決
闘
」

と
い
う
概
念
を
想
起
し
て
い
る
。
秀
麿
が
高
貴
な
方
の
随
員
に
対
し
て
刹
那
の
う
ち

に
抱
い
た
感
情
を
掘
り
進
め
て
行
け
ば
、
当
然
「
或
る
皮
肉
家
」
の
一
句
に
衝
き
当

る
。

　
鴎
外
森
林
太
郎
が
「
上
院
占
席
」
に
関
す
る
石
黒
書
簡
を
陸
軍
者
医
務
局
長
室
で

受
け
取
っ
た
時
、
男
爵
石
黒
忠
悳
は
既
に
「
予
備
役
被
仰
付
」
の
身
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
斯
道
の
先
達
で
あ
る
石
黒
軍
医
総
監
と
の
関
係
は
鴎
外
の
疎
略
に
な
し

え
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
皮
肉
家
」
が
単
に
「
皮
肉
家
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
今
日

立
っ
て
行
く
人
」
に
先
祖
返
り
す
る
可
能
性
は
依
然
と
し
て
鴎
外
に
残
さ
れ
て
い
た
。

明
治
十
四
年
十
二
月
陸
軍
軍
医
副
任
官
以
来
の
恩
顧
と
措
抗
の
図
式
の
中
で
「
其
人



四
　
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

に
睨
ま
れ
た
く
な
い
と
云
ふ
情
」
は
鴎
外
の
心
の
深
層
に
居
す
わ
り
続
け
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
大
原
慧
氏
の
紹
介
す
る
「
昨
夜
よ
り
降
雪
、
本
日
は
終
日

罪
々
地
上
積
る
こ
と
三
寸
許
ニ
て
、
随
て
寒
さ
強
く
大
寒
之
入
と
被
レ
覚
候
。
尊
堂

益
御
健
栄
奉
レ
賀
候
。
謹
て
寒
中
御
見
舞
中
上
候
。
一
、
無
政
府
党
判
決
も
相
済
候

二
付
此
後
世
評
如
何
と
静
観
仕
候
。
近
時
之
種
々
の
著
述
二
宣
二
寒
心
二
不
レ
堪
も

の
多
く
、
そ
れ
も
地
位
名
望
あ
る
輩
の
名
の
下
二
刊
行
候
も
の
ニ
ま
ゝ
有
レ
之
、
必

竟
彼
等
之
如
き
輩
等
生
し
候
は
、
一
は
立
言
・
著
書
の
結
果
と
も
被
レ
存
候
夕
古
人

異
端
を
撃
破
す
る
に
勉
め
候
事
、
今
更
思
当
り
中
候
。
」
と
い
う
山
県
有
朋
あ
て
の

石
黒
書
簡
・
（
明
治
四
十
四
年
。
一
月
二
十
一
日
付
）
を
見
据
考
る
時
、
。
・
「
城
鼠
社
狐
」
’

の
・
中
に
生
き
て
き
た
鴎
外
は
、
直
ち
に
返
書
を
認
め
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
は
な

・
降
、
鴎
外
に
は
ア
ポ
ロ
的
仮
面
を
被
る
必
要
性
も
あ
っ
た
ば
ず
で
あ
る
。
。

　
鴎
外
の
返
書
に
お
け
る
「
御
下
命
ノ
上
ハ
直
二
御
受
可
中
上
ハ
勿
論
一
層
言
行
ヲ

慎
ミ
御
推
薦
ノ
厚
宜
に
負
候
事
無
之
ヤ
ウ
可
仕
候
」
と
は
不
可
思
議
な
言
辞
で
あ
る
。

言
わ
ず
も
が
な
の
感
さ
え
す
る
文
言
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
根
底
で
あ
の
「
偕
行

社
に
て
衛
生
部
将
校
に
告
ぐ
る
の
一
節
」
に
お
け
る
絨
黙
の
宣
言
に
つ
な
が
る
も
の

を
感
じ
さ
せ
る
。
「
上
院
占
席
」
に
つ
い
て
の
石
黒
書
簡
に
は
、
鴎
外
の
「
言
行
」

に
つ
い
て
の
批
判
な
い
し
は
警
告
の
言
辞
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
言

辞
を
受
け
て
の
「
一
層
言
行
ヲ
慎
ミ
」
云
々
で
あ
ろ
う
。
大
逆
事
件
判
決
後
三
日
に
し

て
の
山
県
有
朋
あ
て
石
黒
書
簡
に
お
け
る
「
近
時
之
種
々
の
著
述
二
建
二
寒
心
二
不
レ

堪
も
の
多
く
、
そ
れ
も
地
位
名
望
あ
る
輩
の
名
の
下
二
刊
行
候
も
の
ニ
ま
ゝ
有
レ
之
」

と
い
う
メ
ー
ン
ー
テ
ー
マ
は
再
び
奏
で
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
鴎
外
は
陸
軍
省
医
務
局
長
室
で
一
緋
の
望
み
と
大
方
の
諦
観
を
持
っ
て
返
書
を
記

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
鴎
外
の
退
官
の
日
付
の
決
定
時
期
が
判
明
し
な
い
以
上
、

不
確
実
性
は
免
れ
な
い
も
の
の
、
大
正
五
年
四
月
十
三
日
付
の
「
陸
軍
軍
医
総
監
医

学
博
士
文
学
博
士
森
林
太
郎
　
依
願
予
備
役
被
仰
付
」
な
る
辞
令
の
発
効
四
か
月
前
の

　
「
内
話
」
に
も
疑
問
は
残
る
。
陸
軍
軍
医
部
の
人
事
権
を
所
掌
し
て
い
た
鴎
外
は
人

事
の
要
諦
に
つ
い
て
知
悉
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
一
月
十
八
日
か

ら
三
月
二
日
に
か
け
て
の
日
録
に
散
見
す
る
日
本
赤
十
字
病
院
長
後
任
問
題
に
見
ら

れ
る
鴎
外
の
鮮
や
か
な
対
応
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
原
も
と
子
氏
は
「
祖
父
忠
悳
の
こ
と
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
こ
で
ひ
と
こ
と
触
れ
た
い
の
は
、
森
鴎
外
氏
と
況
翁
の
あ
い
だ
に
つ
い
て
‘
で

　
｀
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
ｌ
　
ｉ
　
　
　
　
　
４
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
あ
る
。
た
し
か
に
あ
る
時
期
に
い
た
・
つ
て
石
黒
忠
悳
は
森
林
太
郎
氏
に
と
っ
て
ノ

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
゛
　
Ｉ
｀

。
か
つ
‘
て
幸
田
露
伴
先
生
か
お
も
し
ろ
く
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
（
「
蝸
牛
庵
訪
問
記
」
）
、

や
っ
か
い
な
「
目
の
上
の
瘤
」
・
で
・
あ
・
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
陸
軍
留
学
生
と
し
て

’
華
。
や
か
な
四
年
余
り
の
∃
Ｙ
ロ
ッ
パ
滞
在
に
よ
っ
て
、
自
由
の
空
気
を
存
分
に
吸

　
い
こ
み
、
広
い
世
界
に
眼
を
見
開
い
た
若
い
天
才
に
と
ブ
で
、
本
国
か
ら
な
に
が

　
と
指
図
を
言
っ
て
よ
と
し
・
、
つ
い
に
ド
イ
ツ
に
ま
で
出
か
け
て
き
た
「
こ
の
気
の

　
合
わ
ぬ
上
役
」
は
、
実
に
不
愉
快
き
わ
ま
り
な
い
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し

　
か
し
、
そ
も
そ
も
の
始
め
森
氏
の
偉
才
を
認
め
、
求
め
に
応
じ
て
軍
医
部
に
採
用

し
た
の
は
況
翁
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
森
氏
が
陸
軍
内
に
留
ま
ら
れ
る
か
ぎ
力
、

彼
の
行
動
に
関
し
て
も
上
司
と
し
て
の

め
る
態
度
を
も
っ
て
対
処
せ
ざ
る
を

（
傍
線
筆
者
）

石
黒
忠
悳
の
近
親
者
と
し
て
、
包
括
的
な
叙
述
な
が
ら
も
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
極

め
て
示
唆
に
富
む
表
現
で
あ
る
。

　
石
黒
と
鴎
外
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
坂
本
秀
次
氏
の
秀
れ
た
分
析
が
あ
り
、

坂
本
氏
は
、
「
石
黒
忠
悳
と
鴎
外
」
に
お
い
て
、
大
正
二
年
六
月
の
「
二
つ
の
象
徴

的
な
描
写
」
、
す
な
わ
ち
、
陸
軍
軍
医
団
編
纂
発
行
の
「
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
に
お

け
る
鴎
外
の
石
黒
評
と
「
鎚
一
下
」
を
取
り
あ
げ
て
、
「
同
時
期
に
綴
っ
た
二
つ
の

描
写
は
、
読
み
合
わ
せ
る
と
、
森
の
本
音
を
聞
く
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
こ
う
し
て
、

石
黒
と
森
と
の
隠
微
な
対
立
は
、
終
生
か
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
」
と
総
括
し
て



い
。
る
。
坂
本
氏
の
明
敏
な
結
論
に
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
鎚
一
下
」
に

つ
い
て
の
山
田
珠
樹
あ
て
書
簡
に
見
ら
れ
る
「
石
黒
男
爵
が
出
シ
ア
リ
候
」
に
つ
い

て
、
坂
本
氏
は
「
自
分
の
’
「
肩
尖
に
手
を
掛
け
て
押
し
戻
」
し
た
「
一
人
の
男
」
と

は
、
か
つ
て
の
上
官
で
あ
り
い
ま
は
陸
軍
を
退
役
し
た
男
爵
石
黒
忠
悳
で
あ
る
。
森

は
差
別
に
一
瞬
激
し
く
憤
怒
を
覚
え
た
が
、
直
ち
に
冷
静
に
な
り
、
自
己
を
押
え
て
、

上
司
を
批
判
す
る
象
徴
的
な
小
説
に
化
し
た
。
」
と
’
記
し
て
お
ら
れ
る
。
「
石
黒
男

爵
が
出
シ
ア
リ
」
、
に
つ
い
て
、
「
肩
尖
に
手
を
掛
け
て
押
し
戻
」
し
た
一
人
の
男
と

す
る
考
え
方
は
、
既
に
吉
野
俊
彦
氏
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
か
が
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
肩
尖
に
手
を
掛
け
て
押
し
戻
」
し
た
男
は
、
秀
麿
に
「
今
日

は
一
般
の
謁
見
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
語
っ
た
「
知
ら
ぬ
」
男
で
あ
り
、
「
高
貴
な

方
の
随
員
た
る
其
男
」
で
あ
る
こ
と
は
文
中
に
明
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、

も
見
ず
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
背
景
説
明
の
一
節
は
、
単
に
「
子
供
に
し

た
話
」
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
大
正
二
年
三
月
一
日
発
行
の
雑
誌
「
太
陽
」
第
十
九
巻
第
三
号
の
「
医
界
評
論
」

　
（
日
東
学
人
）
は
森
林
太
郎
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
鴎
外
は
二
月
五
日
臨
時
宮
内
省

御
用
掛
と
な
っ
て
お
り
、
日
録
五
日
の
条
に
は
、
「
宮
内
省
に
往
き
、
渡
辺
宮
相
千

秋
の
手
よ
り
辞
令
を
受
く
。
臨
時
宮
内
省
御
用
掛
被
仰
附
と
な
り
。
車
寄
へ
御
礼
に

参
る
。
宮
相
の
高
縄
第
、
次
官
河
村
金
五
郎
の
青
山
の
宅
に
名
刺
を
通
ず
。
侍
医
局

に
往
き
て
西
郷
古
義
と
打
ち
合
す
。
夜
北
里
柴
三
郎
、
小
橋
一
太
を
常
磐
屋
に
饗
す
。

賀
古
鶴
所
も
亦
来
会
す
。
福
井
智
賢
再
び
来
訪
す
。
」
と
あ
る
。
「
太
陽
」
三
月
号

の
「
医
界
評
論
」
は
、
鴎
外
の
、
臨
時
宮
内
省
御
用
掛
拝
命
の
一
件
を
取
り
あ
げ
た
も

の
で
、
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
長
文
で
あ
る
。

　
過
般
新
聞
紙
上
、
森
林
太
郎
氏
の
「
宮
内
省
御
用
掛
被
仰
付
」
と
の
辞
令
を
見

た
る
某
博
士
、
学
人
に
奇
問
を
発
し
て
日
く
、
「
活
は
文
学
博
士
た
る
森
林
太
郎

氏
を
指
し
た
る
か
。
将
又
医
学
博
士
た
る
森
林
太
郎
氏
を
指
し
た
る
か
」
と
　
味

ひ
来
れ
ば
、
識
嘲
善
罵
、
真
に
骨
を
刺
す
も
の
あ
り
、
蓋
し
医
学
博
士
た
る
森
林

太
郎
氏
の
学
殖
は
、
博
士
と
し
て
殊
更
に
賞
め
立
る
程
の
価
値
な
き
も
、
鴎
外
漁

史
た
る
森
氏
は
海
外
文
芸
の
紹
介
者
と
し
て
世
夙
に
盛
名
を
伝
へ
、
現
に
文
学
博

士
と
し
て
斯
界
の
重
鎮
た
れ
ば
也
。

で
始
ま
る
「
医
界
評
論
　
森
林
太
郎
」
は
、
鴎
外
の
医
務
局
長
就
任
以
来
の
事
績
に

触
れ
て
、
「
博
士
が
衛
生
学
者
と
し
て
如
何
な
る
地
位
に
在
る
や
は
、
吾
人
に
取
っ

て
甚
だ
し
き
疑
問
だ
’
り
。
最
も
能
く
博
士
を
知
れ
り
と
為
す
者
に
も
亦
多
少
の
疑
問

あ
る
を
免
れ
ざ
る
も
の
ゝ
如
し
。
」
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
夫
れ
文
学
美
術
の
嗜
好
は
、
本
業
の
余
暇
、
疲
れ
た
る
脳
中
に
一
種
の
滋
養
液

を
注
射
し
て
、
脳
力
に
全
く
異
な
り
た
る
刺
戟
を
与
へ
、
脳
の
営
養
を
補
ふ
に
於

　
「
石
黒
男
爵
」
は
、
「
牛
込
の
男
爵
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
高
貴
な
方
の
「
随
員
た
る

典
男
」
で
あ
る
と
い
ケ
奇
妙
な
図
式
が
成
立
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
鴎
外
は
山
田
珠
樹
に
あ
て
て
、
「
其
に
は
Ｃ
ｙ
n
i
ｑ
ｕ
ｅ
　
ワ
リ
疆
ナ
ル
石
黒
男

爵
が
出
シ
ア
リ
候
」
と
記
し
て
い
る
　
　
０
鴎
外
は
、
「
石
黒
男
爵
」
と
い
う
語
の
上
に
、

わ
ざ
わ
ざ
「
Ｃ
ｙ
n
i
ｑ
ｕ
ｅ
ナ
ル
」
の
修
飾
語
を
冠
し
て
い
る
。
「
Ｃ
ｙ
n
i
ｑ
ｕ
ｅ
ナ
ル
石
黒

男
爵
」
に
呼
応
す
る
の
は
、
既
に
引
用
し
た
秀
麿
の
思
い
出
の
中
の
、
「
或
る
皮
肉

－
家
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
Ｃ
ｙ
n
i
ｑ
ｕ
ｅ
ナ
ル
」
人
物
と
「
皮
肉
家
」
と
は
、
相
呼

応
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
要
の
地
位
に
あ
る
人
を
見
送
り
に
行
っ
た

五
条
秀
麿
に
、
「
ど
う
だ
い
゛
。
皆
物
欲
し
げ
な
顔
ば
か
り
だ
な
あ
。
」
と
さ
さ
や
い

た
「
或
る
皮
肉
家
」
の
モ
デ
ル
が
石
黒
男
爵
で
あ
る
。

　
「
城
鼠
社
狐
」
の
政
眉
す
る
官
僚
社
会
に
あ
っ
て
既
に
三
十
四
年
の
歳
月
を
閲
し

た
鴎
外
で
あ
る
。
大
正
四
年
の
歳
晩
に
あ
っ
て
、
鴎
外
は
一
縮
の
望
み
は
持
ち
つ
つ

も
、
大
方
は
自
虐
的
な
情
感
に
ひ
た
り
つ
つ
、
あ
え
て
。
「
物
欲
し
げ
な
顔
」
を
し
つ

つ
、
「
獣
の
群
の
中
の
獣
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
む

ね
が
悪
く
な
っ
た
」
鴎
外
は
一
気
に
「
寒
山
拾
得
」
を
書
き
上
げ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
「
附
寒
山
拾
得
縁
起
」
に
見
ら
れ
る
「
い
つ
も
と
違
て
、
一
冊
の
参
考
書
を

五
　
　
　
鴎
外
の
軌
跡
　
（
篠
原
）
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

て
最
も
有
効
な
る
を
や
。
然
れ
ど
も
本
業
以
外
の
趣
味
が
副
業
の
形
と
な
っ
て
現

は
る
ゝ
場
合
に
は
、
凡
そ
そ
の
本
業
の
何
た
る
を
問
は
ず
、
本
業
以
外
に
得
る
所

大
な
る
程
、
本
業
に
於
て
失
ふ
所
大
な
る
を
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
独
り
森
博
士
は
此

通
理
に
反
し
て
、
本
業
以
外
に
得
る
所
極
め
て
大
な
る
に
拘
ら
ず
、
本
業
に
於
て

も
失
ふ
所
な
く
、
得
る
所
却
て
益
々
大
な
る
は
異
数
と
謂
ふ
べ
し
。
併
し
な
が
ら

此
異
数
に
居
る
森
博
士
は
果
し
て
か
か
る
異
数
の
立
場
に
居
る
を
以
て
自
家
の
栄

誉
と
な
す
や
否
、
吾
人
頗
ぶ
る
疑
ひ
な
き
に
非
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
博
士
の
本
業

斌
言

ま
で
も
な
く
医
学
者
た
る
の
立
場
に
存
せ
り
。
。
然
る
に
医
学
者
ど
」
て
の

、
面
目
を
発
揮
廿
る
所
甚
だ
貧
弱
な
る
に

為
す
が
如
く
な
る
は
、
そ
の

ざ
れ

博
士
が
文
士
を
本
業
と
し
て
医
学
者
を
副
業
と
せ
ず
、
医
学
を
専
業
と
し
て
文
学
・
・

番
副
業
と
せ
１
　
は
、
本
来
主
客
を
顛
倒
せ
る
の
。
嫌
な
き
に
非
ら
ず
。
是
畢
竟
博
士
・

が
天
頭
の
多
能
多
才
ご
処
に
賜
踏
す
る
能
は
ざ
る
の
致
す
所
な
ら
ん
も
、
博
士
の

医
界
に
於
け
る
声
名
遥
か
に
文
壇
の
盛
名
に
及
ば
ず
、
そ
の
成
績
亦
之
れ
に
準
ず

る
の
事
実
に
顧
み
医
界
一
方
の
重
鎮
た
る
医
務
局
長
の
椅
子
に
博
士
を
見
る
は
、

如
何
に
し
て
も
奇
異
の
感
な
き
能
は
ざ
る
也
。
況
ん
や
新
た
に
宮
内
省
侍
医
局
御

　
用
掛
た
る
を
や
。
（
傍
線
筆
者
）

鼎
の
軽
重
を
問
う
の
感
さ
え
す
る
論
難
で
あ
り
、
か
つ
て
鴎
外
が
福
岡
日
日
新
聞
に

掲
載
し
た
「
鴎
外
漁
史
と
は
誰
ぞ
」
で
記
し
た
「
予
が
医
学
を
以
て
相
交
は
る
人
は
、

他
は
小
説
家
だ
か
ら
与
に
医
学
を
談
ず
る
に
は
足
ら
な
い
と
云
ひ
、
予
が
官
職
を
以

て
相
対
す
る
人
は
、
他
は
小
説
家
だ
か
ら
重
事
を
托
す
る
に
は
足
ら
な
い
と
云
っ
て
、

暗
々
裡
に
我
進
歩
を
擬
げ
、
我
成
功
を
挫
い
た
こ
と
は
幾
何
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
な
い
。
」

と
い
う
絵
柄
が
再
び
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
・
論
難
は
、
官
職
に
あ

る
鴎
外
に
と
っ
て
い
わ
ば
宿
命
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
臨
時
宮
内
省
御
用

掛
の
拝
命
と
い
う
新
た
な
事
態
が
ア
キ
レ
ス
の
腱
に
衆
目
を
向
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
「
太
陽
」
の
鴎
外
批
判
に
対
し
て
、
鴎
外
は
か
つ
て
見
せ
た
よ
う
な
ジ
ャ
ー

　
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
反
応
は
示
し
て
い
な
い
。
あ
の
明
治
四
十
三
年
の
夏
か
ら
秋
に

　
か
け
て
見
せ
た
よ
’
７
な
迅
速
に
し
て
勇
猛
果
敢
な
る
反
論
は
見
ら
れ
な
。
い
。
例
え
ば
、

　
「
あ
そ
び
」
（
明
治
四
十
三
年
八
月
一
日
「
三
田
文
学
」
）
は
、
「
太
陽
」
七
月
号

　
に
お
け
る
三
宅
雪
嶺
や
樋
口
竜
峡
の
批
判
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
続
く
「
フ
ア
ス

　
チ
ェ
ス
」
は
「
太
陽
」
八
月
号
の
今
村
恭
太
郎
東
京
控
訴
院
判
事
の
「
官
憲
と
文
芸
」

　
へ
の
反
論
で
あ
っ
た
し
、
十
一
月
号
の
「
三
田
文
学
」
の
「
沈
黙
の
塔
」
は
、
九
月

　
十
六
日
か
石
十
月
四
日
に
か
け
て
巫
示
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
危
険
な
る
洋
書
」

　
に
対
す
る
鴎
外
の
批
判
で
も
あ
っ
尭
が
、
大
正
二
年
三
丹
の
鴎
外
は
過
去
の
そ
れ
と

　
は
ち
が
っ
て
寡
黙
で
あ
’
る
。
　
　
。
ヽ
＼
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。

士
’
「
医
界
評
論
」
は
、
医
事
に
お
け
る
功
績
が
’
「
貧
弱
」
｀
で
あ
る
鴎
外
が
陸
軍
省
医
’

　
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
１

務
局
長
の
椅
子
に
あ
る
こ
と
を
奇
異
と
し
、
そ
の
上
新
た
把
臨
昨
宮
内
省
御
用
掛
を

拝
命
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
事
に
お
け
る
活
躍
が
あ
た
か
も
医
事

に
お
け
る
責
務
を
軽
ん
ず
る
要
因
で
あ
る
か
の
よ
う
な
筆
致
で
あ
る
。
鴎
外
の
「
盛

名
」
に
対
す
る
痛
烈
な
る
攻
撃
で
あ
り
、
二
足
の
草
鮭
を
穿
く
鴎
外
の
痛
点
に
迫
ま

る
指
摘
で
あ
る
。
あ
の
「
ヰ
タ
ー
セ
ク
ス
ア
リ
」
に
対
す
る
「
帝
国
文
学
」
（
明
治

四
十
三
年
八
月
一
日
）
の
「
最
近
文
芸
概
観
」
に
お
け
る
「
こ
れ
を
読
ん
で
道
学
先

生
が
憤
死
し
よ
う
と
、
三
輪
田
元
道
氏
が
目
を
廻
は
さ
う
と
、
警
視
庁
小
説
検
関
係

が
作
者
の
威
光
に
怖
れ
て
「
ス
バ
ル
」
の
発
売
禁
止
を
断
行
し
得
な
か
ら
う
と
、
そ

ん
な
事
は
ど
う
で
も
宜
い
。
が
、
作
者
自
身
の
経
験
を
あ
あ
い
ふ
風
に
上
滑
に
陳
列

し
た
だ
け
で
は
、
主
人
公
の
自
白
通
り
畢
竟
近
世
式
高
等
枕
草
紙
以
上
の
価
値
は
無

い
。
無
論
局
処
局
処
を
切
り
放
し
て
見
れ
ば
讃
嘆
に
価
す
る
描
写
が
沢
山
あ
る
が
、

小
説
と
し
て
の
全
体
の
価
値
が
劣
等
な
ら
ば
、
部
分
の
美
は
強
ひ
て
独
立
の
存
在
を

主
張
す
る
権
利
は
あ
る
ま
い
。
鴎
外
氏
と
も
言
は
れ
る
人
が
若
い
作
家
に
立
ま
じ
つ

て
、
こ
ん
な
下
ら
ぬ
も
の
を
書
く
の
は
以
来
大
い
に
慎
ん
だ
ら
よ
か
ら
う
。
」
や

「
危
険
な
る
洋
書
」
第
六
回
の
「
我
日
本
陸
軍
軍
医
総
監
医
学
博
士
兼
文
学
博
士

「
ス
バ
ル
」
派
文
士
の
頭
領
森
鴎
外
先
生
は
日
本
に
於
け
る
エ
デ
キ
ン
ト
の
最
初
の
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紹
介
者
で
あ
る
が
此
の
鴎
外
先
生
は
昨
年
「
ス
バ
ル
」
に
青
年
の
性
慾
発
達
史
め
い

た
も
の
を
書
い
て
発
売
禁
止
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
博
士
の
夫
人
は
頻
り
と

婦
人
生
殖
器
に
関
す
る
新
作
を
公
に
さ
れ
る
。
」
と
い
う
論
難
の
延
長
線
上
に
位
置

す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
鴎
外
批
判
の
常
套
手
段
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
鴎
外
は

か
つ
て
の
よ
う
な
反
撃
に
出
よ
う
と
は
し
な
い
。
自
ら
の
堡
塁
に
立
て
こ
も
。
つ
た
ま

ま
で
あ
る
。

　
大
逆
事
件
結
着
後
の
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」
（
明
治
四
十
四
年
二
月
一
日
「
三
田
文

学
」
）
「
妄
想
」
（
三
月
一
日
、
四
月
一
日
「
三
田
文
学
」
）
’
に
お
け
る
自
己
検
証
的

思
念
の
展
開
や
「
か
の
や
う
に
」
。
（
明
治
四
十
五
年
一
月
一
日
「
中
央
公
論
」
）
に

お
け
る
閉
塞
状
況
と
そ
の
直
後
に
展
開
さ
れ
る
歴
史
小
説
の
世
界
で
の
鮮
明
な
る
蘇

生
の
軌
跡
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
た
ど
る
時
、
そ
こ
に
退
官
後
の
座
標
と
い
う
現
世

的
「
フ
イ
リ
ス
テ
ル
」
（
「
普
請
中
」
）
の
世
界
が
望
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
特
段
の

不
思
議
で
は
な
い
。
明
治
と
大
正
と
い
う
二
つ
の
時
代
の
「
日
本
の
官
吏
」
の
奥
津

城
と
し
て
当
然
の
論
理
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
大
逆
事
件
後
の
鴎
外
の
慎
重
さ

も
「
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
」
（
大
正
元
年
十
月
一
日
「
中
央
公
論
」
）
を
最
初

と
す
る
歴
史
小
説
の
世
界
へ
の
沈
潜
と
い
う
問
題
も
、
そ
の
底
辺
の
ど
こ
か
に
「
フ

イ
リ
ス
テ
ル
」
と
し
て
の
食
指
が
動
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
鴎
外
は
文
殊
で
も
な

け
れ
ば
、
。
普
賢
で
も
な
い
。
給
仕
が
「
叩
か
ず
に
戸
を
開
け
て
」
出
て
来
る
日
本
の

　
「
フ
イ
リ
ス
テ
ル
」
と
し
て
生
涯
を
過
し
て
き
た
の
が
鴎
外
森
林
太
郎
で
あ
る
。
渡

辺
参
事
官
に
と
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
の
歌
姫
と
の
「
晩
飯
丈
」
が
破
格
で
あ
っ
た
が
、

鴎
外
自
身
も
通
常
の
状
況
に
お
い
て
「
フ
イ
リ
ス
テ
ル
」
の
奥
津
城
を
迎
え
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
て
、
「
破
格
」
を
回
避
す
べ
く
自
己
検
証
の
曲
が
奏
で
ら
れ
た
と
し
て

も
不
思
議
は
な
い
。

　
大
正
三
年
八
月
二
十
日
、
鴎
外
は
陸
軍
省
か
ら
鈴
木
三
重
吉
あ
て
に
一
通
の
書
簡

を
発
し
て
い
る
。

　
お
手
紙
は
一
昨
夜
頃
拝
見
し
ま
し
た
。
併
し
役
人
仲
間
で
「
早
出
遅
引
」
と
云
ふ

七
　
　
　
鴎
外
の
軌
跡
　
（
篠
原
）

境
界
に
身
を
置
い
て
ゐ
る
の
で
、
御
返
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
ど
う

し
よ
う
か
と
考
へ
て
も
ゐ
ま
し
た
。
兎
に
角
あ
れ
の
た
め
に
ス
バ
、
ル
が
大
学
総
長

の
机
に
上
り
、
宮
内
次
官
の
机
に
も
上
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
遠
慮
し
な
く
て
は

な
ら
ぬ
処
が
あ
り
ま
す
。
又
禁
書
に
入
れ
ら
れ
ぬ
に
も
限
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
進

ん
で
云
ふ
と
、
世
間
が
モ
デ
ル
だ
と
し
て
ゐ
る
人
も
、
わ
た
く
し
も
宮
内
省
に
籍

を
置
い
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
ど
ち
ら
か
一
人
、
又
は
二
人
共
、
問
題
再
燃
の
た
め
に

引
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
始
末
に
立
ち
到
ら
ぬ
に
も
限
り
ま
せ
ん
。
仮
に
そ

こ
を
踏
み
切
っ
て
出
す
と
し
て
も
、
お
手
紙
に
あ
る
「
誘
引
的
」
な
点
が
こ
ち
ら

に
取
っ
て
は
尤
妙
な
ら
ぬ
点
で
あ
り
ま
す
。
「
意
見
」
と
か
は
い
っ
で
も
書
き
ま

す
。
只
ど
ん
な
事
を
書
い
た
も
の
か
ち
よ
っ
と
見
当
が
附
き
ま
せ
ん
。
夏
目
さ
ん

は
ど
ん
な
物
を
書
き
ま
し
た
か
。
甚
だ
煮
え
切
ら
ぬ
御
返
事
で
相
済
み
ま
せ
ん
が
、

明
治
四
十
二
年
六
月
一
日
の
「
昴
」
に
発
表
さ
れ
た
「
魔
睡
」
を
め
ぐ
っ
て
の
返
書

で
あ
る
。
臨
時
宮
内
省
御
用
掛
と
し
て
の
配
慮
で
あ
り
、
文
字
ど
お
り
「
煮
え
切
ら

ぬ
」
返
事
で
あ
る
。
「
魔
睡
」
や
「
ヰ
タ
・
。
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
、
そ
し
て
、
「
あ
そ

び
」
や
「
フ
ア
ス
チ
ェ
ス
」
、
「
沈
黙
の
塔
」
で
見
せ
た
鴎
外
像
と
は
ち
が
っ
た
も
う

一
つ
の
鴎
外
像
が
見
ら
れ
る
。

　
大
正
四
年
十
二
月
五
日
に
「
草
し
畢
」
つ
た
歴
史
小
説
「
高
瀬
舟
」
の
世
界
は
、

明
治
四
十
二
こ
二
年
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
世
界
で
の
自
己
検
証
の
帰
結
と
し
て
生

ま
れ
た
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」
や
「
妄
想
」
の
絵
柄
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
。

　
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」
に
は
「
落
架
風
」
「
一
枚
板
」
「
生
理
的
腫
瘍
」
と
い
う
三
症

例
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
最
も
重
要
な
Ｃ
ａ
ｓ
ｕ
i
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
は
、
花
房
医
学
士
自
身
に
係
る

も
の
で
あ
る
。
「
翁
は
病
人
を
見
て
ゐ
る
間
は
、
全
幅
の
精
神
を
以
て
病
人
を
見
て

ゐ
る
。
そ
し
て
其
病
人
が
軽
か
ら
う
が
重
か
ら
う
が
、
鼻
風
だ
ら
う
が
、
。
同
じ
態
度

で
こ
れ
に
対
し
て
ゐ
る
。
盆
栽
を
翫
ん
で
ゐ
る
時
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
茶
を
啜
つ
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

て
ゐ
る
時
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
」
と
い
う
老
翁
の
処
世
の
態
度
に
対
比
さ
れ
る
花

房
医
学
士
の
「
生
」
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
花
房
医
学
士
は
何
か
し
た
い
事
若
く
は
す
る
筈
の
事
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
せ
ず

　
に
姑
く
病
人
を
見
て
ゐ
る
と
い
ふ
心
持
て
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
同
じ
病
人
を
見

　
て
も
、
平
凡
な
病
人
だ
と
詰
ま
ら
な
く
思
ふ
。
I
n
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ
ｔ
の
’
病
症
で
な
く
て

　
は
厭
き
足
ら
な
ぐ
思
ふ
。
又
偶
々
所
謂
興
味
あ
る
病
症
を
見
て
も
、
・
そ
れ
を
研
究

　
し
て
書
い
て
置
い
て
、
ヽ
業
績
と
し
て
公
に
し
よ
う
ど
も
思
は
な
か
づ
た
。
勿
論
発

』
見
も
発
明
も
出
来
’
る
な
ら
じ
よ
’
ブ
と
は
思
ぶ
が
、
そ
れ
を
生
活
の
目
的
だ
と
は
思
’

　
は
な
い
。
始
終
何
か
更
に
し
た
い
事
、
ず
る
筈
の
事
が
あ
る
や
う
に
思
‘
つ
て
ゐ
る
。

　
併
し
そ
の
し
た
い
事
、
す
る
筈
の
事
は
な
ん
だ
か
分
ら
な
い
。
或
時
は
何
物
か
が
’

　
幻
影
の
如
く
に
浮
ん
で
も
、
い
捕
捉
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
う
ち
に
消
え
て
七
ま
ふ
。

　
女
の
形
を
し
て
ゐ
る
時
も
あ
る
。
種
々
の
栄
華
の
夢
に
な
っ
て
ゐ
る
時
も
あ
る
。

　
そ
れ
か
と
思
ふ
と
、
其
頃
碧
巌
を
見
た
り
無
門
関
を
見
た
り
し
て
ゐ
た
の
で
、
禅

　
定
め
い
た
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
i
f
な
観
念
に
な
っ
て
ゐ
る
時
も
あ
る
。
兎
に
角
取
留
め

　
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
病
人
を
見
る
時
ば
か
り
で
は
な
い
。
何
を
し
て

　
ゐ
て
も
同
じ
事
で
、
こ
れ
を
し
て
し
ま
っ
て
、
片
付
け
て
置
い
て
、
そ
れ
か
ら
と

　
い
ふ
や
う
な
考
を
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
だ
か
分
か
ら
な
い
。

花
房
医
学
士
の
病
巣
が
み
ご
と
に
挟
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
花
房
の
病
巣
は
「
カ

ズ
イ
ス
チ
カ
」
に
続
い
て
発
表
さ
れ
た
「
妄
想
」
に
お
い
て
、
よ
り
鮮
明
な
映
像
を

結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
「
生
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
自
分
は
何
を
し
て
ゐ
る
か
。
始
終
何
物
か
に
策
う
た

れ
駆
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
学
問
と
い
ふ
こ
と
に
醒
醍
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
自
分
に
或

る
働
き
が
出
来
る
や
う
に
、
自
分
を
為
上
げ
る
の
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。
其
目
的
は
幾

分
か
達
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
自
分
の
し
て
ゐ
る
事
は
、
役
者
が
舞
台
へ

出
て
或
る
役
を
勤
め
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
勤
め
て
ゐ
る

　
役
の
背
後
に
、
別
に
何
物
か
が
存
在
し
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

’
策
う
た
れ
駆
砧
示
て
ば
か
り
ゐ
る
為
め
に
、
何
物
か
が
醒
覚
す
る
暇
が
な
い
や
う
に

　
感
ぜ
ら
れ
る
。
」
と
い
う
ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｒ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｅ
で
の
想
い
は
、
「
妄
想
」
の
翁
の
過

　
ぎ
去
り
し
「
二
十
代
」
の
自
省
の
言
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
「
カ
ズ
イ

　
ス
チ
カ
」
に
お
け
る
花
房
の
病
巣
の
映
像
は
、
「
妄
想
」
に
お
け
る
翁
の
述
懐
を
重

　
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
細
な
画
像
と
な
っ
て
読
者
の
前
に
映
し
出
さ
れ
て
く

　
・
る
。
鴎
外
の
被
ら
せ
た
過
去
と
い
う
カ
ム
フ
ラ
Ｆ
ジ
ュ
。
の
下
に
は
、
五
十
歳
の
生
身

　
の
人
間
の
憤
怒
と
苦
渋
と
悔
恨
の
息
づ
か
い
が
あ
る
。
。
　
　
　
　
　
　
し

　
ご
「
高
瀬
舟
」
め
世
界
は
、
そ
う
い
う
鴎
外
の
自
己
検
証
の
結
実
と
し
。
て
存
在
し
て

　
い
、
る
・
京
都
町
奉
行
所
同
心
１
　
田
庄
兵
衛
に
と
■
０
て
、
遠
島
の
罪
人
喜
助
の
知
足
の
｀

～
心
は
驚
異
の
対
象
で
あ
る
。
喜
助
の
足
る
を
知
る
「
生
」
を
知
っ
た
瞬
間
、
同
心
羽

　
田
庄
兵
衛
は
、
「
喜
助
ざ
ん
」
な
る
語
を
発
し
‘
て
い
る
。
懐
中
に
ず
る
わ
ず
か
二
百

　
。
文
の
鳥
目
に
安
住
の
境
を
見
出
し
、
遠
島
の
舟
に
わ
が
身
を
委
ね
る
喜
助
に
と
っ
て

　
は
、
「
人
殺
し
と
云
ふ
も
の
だ
ら
う
か
」
と
思
っ
て
一
瞬
「
お
上
」
の
処
断
に
疑
念

　
を
さ
し
は
さ
ん
だ
羽
田
庄
兵
衛
の
知
恵
の
働
き
は
な
い
。
状
況
の
ま
ま
に
生
き
、
状

　
況
の
ま
ま
に
罪
人
と
さ
れ
、
状
況
の
ま
ま
に
遠
島
の
身
と
な
る
喜
助
は
、
同
心
羽
田

　
庄
兵
衛
に
と
っ
て
驚
異
の
存
在
で
あ
る
。
「
今
さ
ら
の
や
う
に
驚
異
の
目
を
呼
つ
て
」

　
見
た
羽
田
庄
兵
衛
が
罪
人
喜
助
の
頭
か
ら
毫
光
が
さ
す
よ
う
に
思
っ
た
の
も
無
理
は

　
な
い
。

　
　
彼
我
の
「
懸
隔
」
に
気
つ
い
た
羽
田
庄
兵
衛
の
思
い
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
体
此
懸
隔
は
ど
う
し
て
生
じ
て
来
る
だ
ら
う
。
只
上
辺
だ
け
を
見
て
、
そ
れ

は
喜
助
に
は
身
に
係
累
が
な
い
の
に
、
こ
っ
ち
に
は
あ
る
か
ら
だ
と
云
っ
て
し
ま

へ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
１
　
そ
れ
は
誠
で
あ
る
。
よ
し
や
自
分
が
一
人
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
う
も
喜
助
の
や
う
な
心
持
に
は
な
ら
れ
さ
う
に
な
い
。
こ

の
根
抵
は
も
っ
と
深
い
処
に
あ
る
や
う
だ
と
、
庄
兵
衛
は
思
っ
た
。

　
庄
兵
衛
は
只
漠
然
と
、
人
の
一
生
と
い
ふ
や
う
な
事
を
思
っ
て
見
た
。
人
は
身



に
病
が
あ
る
と
、
此
病
が
な
か
っ
た
ら
と
思
ふ
。
其
日
其
日
の
食
が
な
い
と
、
食

っ
て
行
か
れ
た
ら
と
思
ふ
。
万
一
の
時
に
備
へ
る
蓄
が
な
い
と
、
少
し
で
も
蓄
が

あ
っ
た
ら
と
思
ふ
。
蓄
が
あ
っ
て
も
、
又
其
蓄
が
も
っ
と
多
か
っ
た
ら
と
思
ふ
。

此
の
如
く
に
先
か
ら
先
へ
と
考
て
見
れ
ば
、
人
は
ど
こ
ま
で
往
つ
て
踏
み
止
ま
る

　
こ
と
が
出
来
る
も
の
や
ら
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
今
目
の
前
で
踏
み
止
ま
っ
て
見

　
せ
て
く
れ
る
の
が
此
喜
助
だ
と
、
庄
兵
衛
は
気
が
附
い
た
。
（
傍
線
筆
者
）

「
縁
起
」
に
お
い
て
、
「
翁
草
」
で
「
流
人
の
話
」
を
読
ん
だ
鴎
外
は
、
「
二
つ
の

大
き
い
問
題
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
「
財
産
と
云
ふ
も
の

の
観
念
」
と
「
ユ
ウ
タ
ナ
ジ
イ
」
の
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
「
二
つ
の
大
き
い
問
題
」
に
関
し
て
、
長
谷
川
泉
氏
は
、
「
森
鴎
外
論
考
」

に
お
い
て
、
「
「
高
瀬
舟
」
は
い
か
に
も
二
つ
の
問
題
が
別
個
の
興
味
に
よ
っ
て
つ
な

ぎ
合
わ
さ
れ
た
だ
け
で
、
統
一
的
テ
ー
マ
に
よ
る
一
貫
性
の
乏
し
い
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
は
鴎
外
の
作
家
と
し
て
の
構
成
力
の
不
足
に
帰
す
る
。
作
品
の
楽
屋
を
語
っ
た

「
縁
起
」
が
無
け
れ
ば
ま
だ
よ
い
。
し
か
し
「
縁
起
」
は
、
あ
ま
り
に
も
他
意
な
く

二
つ
の
テ
ー
マ
ヘ
の
作
者
の
興
味
の
分
裂
を
露
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
「
縁
起
」
は
そ
の
点
て
語
り
す
ぎ
の
感
さ
え
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
二
つ
の
問
題
を
そ
の
底
辺
で
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、
「
オ
オ
ト
リ
テ

エ
」
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
庄
兵
衛
は
、
喜
助
の
一
件
を
聞
か
さ
れ
て
、
「
こ
れ
が
果

し
て
弟
殺
し
と
云
ふ
も
の
だ
ら
う
か
」
と
い
う
懐
疑
を
抱
い
た
。
苦
か
ら
救
う
べ
く

弟
の
命
を
絶
っ
た
こ
と
が
罪
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
ど
う
か
、
庄
兵
衛
は

疑
い
を
抱
い
た
。
思
案
の
末
に
庄
兵
衛
は
「
オ
オ
ト
リ
テ
エ
」
に
従
ふ
以
外
に
道
は

な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
お
奉
行
様
の
判
断
を
そ
の
ま
ま
自
分
の
判
断
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
・
懐
疑
の
世
界
を
の
が
れ
よ
う
と
し
た
。
。
し
か
し
、
同
心
羽
田
庄
兵
衛
の

心
の
隅
に
「
ど
こ
や
ら
勝
に
落
ち
ぬ
も
の
」
が
残
っ
た
が
、
庄
兵
衛
が
進
ん
で
お
奉

行
様
に
事
の
次
弟
を
尋
ね
る
こ
と
は
な
い
ま
ま
に
終
る
で
あ
ろ
う
：
と
れ
が
「
高
瀬

舟
」
の
結
末
で
あ
る
。

九

鴎
外
の
軌
跡
　
（
篠
原
）

　
「
最
後
の
一
句
」
の
十
六
歳
の
小
娘
い
ち
は
西
町
奉
行
佐
佐
又
四
郎
成
意
に
対
し

て
、
父
の
命
乞
い
の
訴
願
を
し
た
う
え
で
、
「
お
上
の
事
に
は
間
違
は
ご
ざ
い
ま
す

ま
い
か
ら
」
と
い
う
最
後
の
詞
の
最
後
の
一
句
を
吐
い
た
。
「
な
ん
だ
か
お
奉
行
様

に
聞
い
て
見
た
く
て
な
ら
な
」
い
思
い
を
感
じ
つ
つ
も
、
庄
兵
衛
は
こ
の
一
件
に
つ

い
て
奉
行
の
判
断
を
尋
ね
る
と
い
う
暴
挙
に
は
出
る
は
ず
も
な
い
。
庄
兵
衛
の
そ
の

後
の
「
沈
黙
」
の
心
の
奥
底
に
、
毫
光
の
さ
す
喜
助
の
姿
が
焼
き
つ
い
て
い
る
以
上
、

庄
兵
衛
は
、
「
黒
い
水
の
面
」
を
す
べ
り
行
く
高
瀬
舟
に
身
を
任
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

欲
望
と
懐
疑
に
対
し
て
、
「
人
は
ど
こ
ま
で
往
つ
て
踏
み
止
ま
る
こ
と
が
出
来
る
も

の
や
ら
分
ら
な
い
」
の
が
人
の
「
性
（
さ
が
）
」
で
あ
る
。
「
オ
オ
ト
リ
テ
エ
」
の

与
え
た
二
百
文
の
鳥
目
を
懐
に
し
て
、
「
此
二
百
文
を
島
で
す
る
為
事
の
本
手
に
し

よ
う
と
楽
ん
で
お
り
ま
す
。
」
と
語
る
喜
助
は
、
あ
の
「
カ
ズ
。
イ
ス
チ
カ
」
に
お
け

る
老
翁
の
延
長
線
上
に
あ
る
人
物
で
あ
る
。

　
鴎
外
は
大
正
四
年
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
「
心
の
花
」
に
「
歴
史
其
儡
と
歴
史

離
れ
」
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
「
友
人
中
に
は
、
他
人
は
「
情
」
を
以
て
物

を
取
り
扱
ふ
の
に
、
わ
た
く
し
は
「
智
」
を
以
て
取
り
扱
ふ
と
云
っ
た
人
も
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
わ
た
く
し
の
作
品
全
体
に
渡
っ
た
事
で
、
歴
史
上
人
物
を
取
り
扱
っ

た
作
品
に
限
つ
て
は
ゐ
な
い
。
わ
た
く
し
の
作
品
は
概
し
て
ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
で
な
く
っ

て
、
ａ
ｐ
ｏ
Ｕ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
な
の
だ
。
わ
た
く
し
は
ま
だ
作
品
を
ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
に
し
よ
う
と
努

力
し
た
こ
と
は
な
い
。
」
と
記
し
て
、
抑
制
の
効
い
た
創
作
態
度
を
自
ら
誇
示
し
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
鴎
外
の
言
挙
げ
が
「
わ
た
く
し
の
作
品
全
体
」
を
カ
バ
ー
し

う
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
、
ま
た
、
自
明
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的

深
淵
を
の
ぞ
き
見
た
鴎
外
の
垢
晦
の
言
辞
で
も
あ
り
、
自
己
検
証
の
営
為
の
片
隅
に

一
緋
の
望
み
が
幡
鋸
七
て
い
た
と
し
て
も
鴎
外
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
「
高
瀬
舟
」
の
結
末
を
、
「
次
第
に
更
け
て
行
く
朧
夜
に
、
沈
黙
の
人
二
人
を
載

せ
た
高
瀬
舟
は
、
黒
い
水
の
面
を
す
べ
つ
て
行
っ
た
。
」
と
い
う
一
文
で
締
め
く
く
っ

た
大
正
四
年
十
二
月
五
日
の
日
曜
日
、
鴎
外
の
眼
に
は
石
黒
書
簡
は
入
っ
て
い
な
か
っ

た
。
鴎
外
は
歳
晩
初
冬
の
晴
れ
た
日
曜
日
、
「
カ
ズ
イ
ス
チ
カ
」
や
「
妄
想
」
以
来



一
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

の
カ
レ
ン
ト
の
中
で
「
高
瀬
舟
」
の
世
界
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
翌
六
日
陸
軍
省

に
出
勤
し
た
國
外
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
石
黒
書
簡
で
す
べ
て
を
知
っ
た
鴎
外
は
一

気
呵
成
に
「
寒
山
拾
得
」
を
書
き
上
げ
た
。
十
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
鴎
外
は
、
「
縁
起
」
に
お
い
て
「
い
つ
も
と
違
て
、
一
冊
の
参
考
書
を
も
見
ず
に

書
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
長
谷
川
泉
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
。

　
「
異
例
の
こ
と
」
で
あ
り
、
「
異
例
の
創
作
方
法
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
子
供
に

し
た
話
」
を
、
「
殆
其
儡
書
い
た
」
た
め
だ
け
の
も
の
に
止
ま
ら
な
い
、
あ
る
も
の

の
存
在
を
感
得
せ
し
め
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
「
子
供
に
し
た
話
」
で
も
、
も
う
一
度

原
拠
を
調
べ
細
密
な
る
事
実
に
拠
っ
て
作
品
化
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
鴎
外
ら

し
か
ら
ぬ
性
急
に
す
ぎ
る
創
作
態
度
で
あ
る
。
思
う
に
、
石
黒
書
簡
に
よ
っ
て
。

　
「
上
院
占
席
」
と
い
う
一
纏
の
望
み
が
、
は
か
な
い
一
纏
の
望
み
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
鴎
外
が
、
こ
の
一
件
に
つ
い
て
の
回
答
を
な
す
べ
く
筆
を
執
っ

た
。
の
が
歴
史
小
説
「
寒
山
拾
得
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
の
「
ヰ
タ
ー
セ
ク
ス
ア
リ

ス
」
を
「
昴
」
に
発
表
し
た
の
と
同
じ
日
、
鴎
外
は
、
「
東
亜
之
光
」
に
「
当
流
比

較
言
語
学
」
を
載
せ
、
そ
の
中
で
、
Ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｌ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
l
i
c
h
　
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
な
る
ド
イ
ツ
語
に

触
れ
、
「
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
と
い
ふ
詞
が
日
本
に
は
無
い
。
人
に
笑
は
れ
る
と

い
ふ
と
、
大
相
意
味
が
軽
く
な
っ
て
し
ま
ふ
。
世
の
物
笑
へ
に
な
る
な
ど
と
い
ふ
詞

が
古
く
は
有
っ
た
。
こ
れ
は
梢
々
似
て
ゐ
る
や
う
だ
が
、
今
は
そ
ん
な
詞
も
行
は
れ

て
ゐ
な
い
。
西
洋
人
は
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
こ
と
を
ひ
ど
く
嫌
ふ
。
そ
れ
だ
か
ら

其
詞
が
あ
る
。
日
本
人
は
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
の
が
平
気
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら

其
詞
が
無
い
。
義
憤
な
ん
ぞ
が
好
い
例
で
あ
る
。
義
憤
の
当
否
は
措
い
て
、
何
に
寄

ら
ず
、
け
し
か
ら
ん
け
し
か
ら
ん
を
連
発
す
る
の
は
、
傍
か
ら
見
る
と
可
笑
し
い
。

日
本
人
が
そ
れ
を
構
は
ず
に
遣
る
の
は
、
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
こ
と
を
厭
は
な
い

の
で
あ
る
。
Ｍ
ａ
ｕ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ
ｔ
の
訳
書
が
発
売
禁
止
に
な
る
な
ん
ぞ
を
見
る
と
、
政
府

も
或
は
自
分
を
可
笑
し
く
す
る
の
を
厭
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
書
い
て
、

予
測
さ
れ
る
「
ヰ
タ
ー
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
発
売
禁
止
と
い
う
事
態
へ
の
回
答
を
行
っ

て
い
る
。
十
二
月
六
日
の
石
黒
忠
悳
の
書
簡
で
、
事
態
の
内
実
を
知
っ
た
鴎
外
は
、

「
一
層
言
行
ヲ
慎
ミ
」
と
記
し
た
。
明
治
十
四
年
の
陸
軍
入
り
以
来
、
鴎
外
の
過
去

を
「
知
悉
」
す
る
石
黒
書
簡
に
は
、
鴎
外
の
言
行
に
つ
い
て
の
苦
言
の
一
節
が
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
で
鴎
外
は
「
寒
山
拾
得
」
と
い
う
作
品
を
書
い

た
。
歴
史
小
説
「
寒
山
拾
得
」
と
上
院
占
席
問
題
と
の
関
係
は
、
か
つ
て
の
「
当
流

比
較
言
語
学
」
と
「
ヰ
タ
ー
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
発
禁
問
題
と
の
関
係
と
軌
を
一
に
し

て
い
る
。

　
「
い
つ
も
と
違
て
、
一
冊
の
参
考
書
を
も
見
ず
に
」
書
い
た
鴎
外
は
、
「
寒
山
拾

得
」
で
二
つ
の
誤
り
を
お
か
し
た
。
そ
’
の
一
つ
が
閲
丘
胤
の
姓
と
名
で
あ
り
Ｊ
後
の

一
つ
が
閲
丘
の
官
職
名
で
あ
っ
た
。
性
急
に
作
品
化
を
急
い
だ
当
然
の
帰
結
で
も
あ
っ

た
。
躊
っ
て
火
に
当
っ
て
い
る
痩
せ
て
み
す
ぼ
ら
し
い
小
男
を
前
に
、
恭
々
し
く
礼

を
し
て
、
、
「
朝
儀
大
夫
、
使
持
節
、
台
州
の
主
簿
、
上
柱
国
、
・
賜
緋
魚
袋
、
閻
丘
胤

と
申
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
名
の
る
関
丘
の
愚
か
さ
は
、
明
治
十
四
年
十
二

月
の
陸
軍
軍
医
副
任
官
以
来
の
三
十
四
年
の
「
フ
イ
リ
ス
テ
ル
」
の
生
活
で
鴎
外
が

知
り
つ
く
し
た
愚
か
さ
で
あ
っ
た
。
「
縁
起
」
の
最
後
に
「
実
は
パ
パ
ア
も
文
殊
な

の
だ
が
、
ま
だ
誰
も
拝
み
に
来
な
い
の
だ
よ
。
」
と
書
い
た
時
、
鴎
外
は
、
「
ま
だ
」

が
「
も
う
」
で
あ
る
こ
と
を
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
鴎
外
森

林
太
郎
が
陸
軍
省
医
務
局
長
の
椅
子
を
退
い
た
の
は
大
正
五
年
四
月
十
三
日
の
こ
と
。

　
「
近
業
解
題
」
が
書
か
れ
て
か
ら
百
二
十
六
日
後
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）
　
「
鴎
外
全
集
」
（
昭
和
四
十
六
年
？
五
十
年
、
岩
波
書
店
）
＠
－
六
七
八
、
以

　
　
　
　
　
下
同
書
に
よ
る
。

　
　
（
２
）
　
＠
－
三
六
六

　
　
（
３
）
　
「
鴎
外
全
集
」
月
報
。
3
8

　
　
（
４
）
　
七
四
頁

　
　
（
５
）
　
「
偕
行
社
に
て
衛
生
部
将
校
に
告
ぐ
る
の
一
節
」
（
＠
－
五
〇
）

　
　
（
６
）
　
＠
－
五
三
〇
・

　
　
（
７
）
　
⑩
－
一
回
一

　
　
（
８
）
　
正
し
く
は
「
城
狐
社
鼠
」

　
　
（
９
）
　
「
東
京
経
済
大
学
会
誌
」
3
9
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
）
　
一
八
〇
頁



一

一

八

10

w

八

１１

ｗ

パ

12

ｗ

八
13

ｗ

八
14

w

へ

!５

ｗ

八
16

口

（

1 7
）

（

1 8
）

（

1 9
）

（

2 0
）

（
2
1
）

（

2 2
）

（
2
3
）

「
畑
塵
」
広
告
文
（
⑩
－
二
四
三
）

国
立
公
文
書
館
蔵

石
黒
忠
悳
著
「
懐
旧
九
十
年
」
（
岩
波
文
庫
）
四
〇
七
頁

「
石
黒
忠
悳
と
鴎
外
」
「
石
黒
忠
悳
か
ら
見
た
帰
国
前
後
の
森
林
太
郎
」
（
「
森

鴎
外
の
断
層
撮
影
像
」
至
文
堂
）
、
「
鴎
外
・
森
林
太
郎
と
況
斎
・
石
黒
忠
悳
？

日
本
近
代
医
学
史
に
お
け
る
ふ
た
り
の
出
合
い
？
」
（
山
梨
学
院
大
学
「
一
般

教
育
論
集
」
第
六
号
）

「
あ
き
ら
め
の
哲
学
―
森
鴎
外
」
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
二
〇
四
頁

明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
付

篠
原
義
彦
「
森
鴎
外
の
世
界
」
（
桜
楓
社
）

⑩
－
三
四
八

⑥
―
六

③
－
ニ
○
○

⑩
－
二
二
九

谷
－
五
〇
九

「
森
鴎
外
論
考
」
（
明
治
書
院
）
四
一
〇
頁

⑩
－
三
四
一

鴎
外
の
軌
跡
　
（
篠
原
）

（
昭
和
五
十
九
年
九
月
十
一
日
受
理
）

（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
七
日
発
行
）
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